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開 発 技 術 名  

ハイブリッドレーザ・アーク溶接と一体プレス成形による 

車両ラダーフレームの量産製造技術の開発 
 

開発技術の概要  

世界中のオンロード、オフロードを自在に運転できるスポーツ用多目的車(Sport 
Utility Vehicle : SUV）をしっかり支えるラダーフレームには、「信頼性」「耐久性」

「悪路走破性」「衝突安全性」という性能に加え、燃費規制対応(CAFÉ 規制)やカー

ボンニュートラル実現に向けた軽量化が求められている。 
トヨタランドクルーザー300 などに搭載した次世代ラダーフレームは、量産車と

して世界初となる曲線テーラードウェルドブランク(Tailor Welded Blanks：TWB)
技術を用いた一体差厚構造を採用し、従来構造より大幅な軽量化－11.2Kg/台を達成

した。その曲線 TWB を実現するため、ロバスト性、溶接速度等に優位性のあるハイ

ブリッドレーザ・アーク溶接（Hybrid Laser-Arc Welding：HLA）を採用した。ま

た、プレス成形では、異なる板厚や強度の TWB により発生するネジレやスプリン

グバックを低減するためにオーバーベンドとリストライク工法を適用した。今後、

本開発技術を後続の計画車に展開し、安全・安心で魅力あるラダーフレーム車を世

界の顧客に提供していく。 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

曲線 TWB ラダーフレームの工程 

HLA 溶接の概要 

ラダーフレームの曲線 TWB 箇所 プレス成形の概要 
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